
塔繍 古鯉 籍 銑 黙 斃 濃 飜 熱 爆奪峯
て 日 の^よ か ま の 仏 く し り た よ が に 雑 信 年 も 札 二 定

彫 付 日 行 れ も い 地 と 貞 て 察 か つ 察 と 宰 西 　 の の 月 寺
像 と 付 守 ば 不 か に さ 慶 い し は て せ つ し^こ 　 文'は
さ 相 　 結 正 明 ゜安 れ の た て 不 峯 ら て た 貞 の に^三 藤
れ 前 と 縁 治 で 夂 置 て 発 こ'明 定 れ も こ 慶 大 よ 貞 滝 原
た 後 あ 文 元 あ 何 さ い 願 と 貞 で 寺 る 因 と の 門 れ 和 上 末
に す る 　 年 る 時 れ た に は 慶 あ に ゜縁 が 祖 は ば 六 人 期

相 る か 七^が'る も よ 明 が る 安 釈 浅 記 父 鳥 平 年 の 仁違
頃 ら 月 一'誰 様 の り か 造 が 置 迦 か さ 　 羽 治 十 創 平
な"六 一 納 に に が 造 で 立 納 さ 像 ら れ が 法 元 月 建 四
い 著 お 日 九 入 よ な 何 立 あ の 入 れ が ざ て 奉 皇 年 修 に 年
゜名 そ

^九 文 つ つ 時 さ り 始 文 る 如 る い 行 の 十 理 か^貞
な ら 仏 年 書 て た の れ'よ 書 様 何 寺 る し 御 月 の 丶 一

慶 作 く 舎 　 類 彫 の 頃'お り 類 に な で か'勅^際 る 一・
四 者 そ 利 六 の 造 で か る あ ら 平 願 一 書 ゜五

十 に れ 塔 月 日 さ は に 機 る'清'一 ・か 三 四

五
才

の
時

で
あ
る

。
扨

て
彫
豫

に
多

く
の
納
入

文
書
類
を
入
れ

る
こ
と
は
当
時

と
し
て
は
そ

の

類
例
も
極
め

て
稀

な
る
こ
と
で
あ

つ
た
よ
う
で

あ
る

。
全
部

で
十

三
点

を
数

え
る
こ
と
が
出
来

る
。
即
ち

一
、
水
晶
舎
利

塔

・
一
、
解
深
密
経

要
文
並

に
結
縁
文

(貞
慶
)

・
一
、
悉
曇
文
釈

迦
種
子
千
体

、
無
垢
浄
光
陀
羅

尼
文

、
仏
頂
尊

勝
陀
羅
尼
文

、

一
切

如

来

心
秘
密
全
身
宝
筐

印
陀
羅
尼
文

・
一
、
帰
阿
弥
陀

仏

の

願

文

・

大
悲
山
峯
定
寺
蔵
釈
迦
像
と
貞
慶

成

田

貞

寛

(教
授
)

一
、
証
阿
弥
陀
仏

の
願
文

・
一
、蓮

阿
弥
陀
仏
の

陀
羅
尼
文

・
一
、
行
守

の
悉
曇
文
真
言

・
一
、

菩

提
樹

の
葉

に
書
か
れ
た
願
文
-

六

点

で

あ

る
。
以
上
納
入
文
書
類
は
そ
れ

ぞ
れ
の
面

か
ら

考
察
す
る
価
値
あ
り
と
認

め
ら

れ
る
が

、
今

は

貞
慶

筆

に
か
か
る
解
深
密
経
要
文
書

の
末

尾
の

結
縁
文
を
挙
げ
て
、
彼

の
釈
迦
信
仰

の

一
端

を

窺
う
と
共
に
、
彫
像
と

の
関
係
を
考

え
て
見

よ

う
。
彼
の
釈
迦
信
仰

に
就

て
は
唐
招
提
寺
釈
迦

念
仏
願
文

や
諸
種

の
記
録

に
徴
し
て
明
か
で
あ

り
、
そ

の
形
態

に

つ
い
て
も
釈

迦
、
弥
勒

観
音

一
体
と
し

て
の
信
仰

に
帰

せ
ら
れ
た
如

く
で
あ

る
が
、
主
体
は
釈

迦
で
あ
る
こ
と
は
申
す

ま
で

も

な
い
。

生

々
世

々
発
二
菩
提
心

一
。
値
二
遇
大

聖

一報
恩

利

生
。
自
他
同
証

蕪

上
菩
提

一。
仏

子
貞
慶

生

々
世

々
。
与
二
此
沙
門

一常
為

二善
友

一。
共

詣
二
霊
山

一同
仕

二本
師

一。

彼
が
解
深
密
経

の
要
文

と
共

に
法
相
守
護

の
諸
神
諸
尊

へ
の
祈
請

を
表
白

し
、
生
々

世

々
善
友
と
共

に
釈
尊

に
結
ば
れ

ん
こ
と

願
う
真
摯
な

る
表
情

に
接
す

る
こ
と
が
出

来

る
。
悉
曇
文
釈
迦

の
種
子
千
体
並

に
諸

種
の
陀
羅
尼
文
書
も
恐
ら
く
貞
慶

の
筆

に
か
か

る
も
の
で
あ
り
、
種

々
の
意
味
を
も

つ
も

の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
何
れ

に
し

て
も
釈
迦

信
仰
の
発
露

を
な
す

こ
と
は
疑

い
な
い
゜
か
か

る
感
慨

に
於
て
造
像
が
発
願
さ
れ
、
多
く

の
結

縁

者
に
よ
る
文
書

の
あ
る

こ
と
は
貞
慶
教

団
の

行

き
方

を
示
す
も
の
で
あ
る
と
も
言
う

こ
と
が

出

来
よ
う
。

(昭
和
三
十
四
年

七
月
十

三
日
資

料
調
査

の
覚
書

で
あ
る
)
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